
グリーンヒルうらわ

①所在地
　　さいたま市緑区馬場１丁目７番地１
②施設の設置目的
　　進行する高齢化社会に対応し、市民の保健福祉の向上増進を図るため
の複合施設。
③施設の概要
　　開設年月　　平成５年５月
　　延床面積　　１０，２８２．２９㎡
　　構造　　　　　介護老人保健施設棟：鉄筋コンクリート造　地下１階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　地上３階建
　　　　　　　　　　ケアハウス棟：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造地下１階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地上６階建
④事業内容
　　・介護老人保健施設、短期入所療養介護（介護予防含む）、通所リハビリ
テーション事業（介護予防含む）及び訪問リハビリテーション（介護予防含む）
（入所定員１００人／通所リハビリテーション２０人／訪問リハビリテーション）
　　・ケアハウスに関する事業（入所定員１００人）
　　・老人デイサービス事業（定員２０人）
　　・在宅介護支援センター事業
　　・居宅介護支援事業

社会福祉法人さいたま市社会福祉事業団

①指定期間
令和２年４月１日～令和７年３月３１日
②指定管理料（直近3か年）
令和４年度　　２４４，８５９千円
令和５年度　　２２６，９８６千円
令和６年度　　３６６，９９８千円

（4）指定期間、指定管理料

令和６年度指定管理者評価シート

１　管理運営の状況等

（1）施設名

（3）指定管理者

（2）施設概要
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①運営業務の状況（利用状況含む）
◇利用状況
○介護老人保健施設
　　・延べ入所者数　11,372人（前年度　32,818人）
　　・平均入所者数　31.2人（前年度　89.7人）
　　　（医療型短期入所）
　　　　・延べ入所者数　20人（前年度25人）
　　　　・延べ利用日数　55日（前年度84日）
　　　（通所リハビリテーション）
　　　　・延べ通所者数　2,134人（前年度　3,209人）
　　　　・平均通所者数　 8.8人（前年度　13.2人）
　　　（訪問リハビリテーション）
　　　　・延べ訪問者数　185人（前年度　194人）
　　　　・平均訪問者数　1人（前年度　1人）
　○軽費老人ホーム（ケアハウス）
　　・平均入居者数　　60.4人（前年度　73.6人）
　○デイサービスセンター
　　・延べ利用者数　　1,423人（前年度　2,341人）
　　・平均利用者数　　4.8人（前年度　7.6人）
　○ 在宅介護支援センター
　　・ケアプラン作成者相談件数　1,166件（前年度　2,515件）

◇業務実施状況
令和７年3月31日をもって廃止が決定した介護老人保健施設きんもくせい、
グリーンヒルうらわ・デイサービスセンター、グリーンヒルうらわ・在宅介護支
援センターについては、事業の終了最後まで、地域の皆様が家庭を中心とし
た幸せな生活が継続できるように、基本方針に基づき、令和7年度以降も継
続経営していくケアハウスぎんもくせいを含め、４つの施設が持つ機能の有
機的な連携を図り、複合施設の多様性を活用した総合的包括的なサービス
の提供に努めた。また、新型コロナウイルス等の感染状況を適宜確認しなが
ら安全に開催（再開）できる環境整備・事業内容を工夫し、各施設事業の充
実を図った。

(1) 災害対策の強化として、BCP（事業継続計画）策定作業部会から委員会
を設置し毎月の会議と共に内容の見直しや食料品等の備蓄の見直しを行っ
た。

(2) 食事提供サービスの充実として、前年度の嗜好調査の結果等に基づき
食材料の見直しを実施したほか、給食会議の活性化により日々の食事や行
事食を工夫した。

(3) 施設内パソコンネットワークの積極的な活用を推進するとともに、夜間・
休日に対応可能な情報共有ネットワークを設定し施設内連携に活用した。新
型コロナウイルス感染症にかかる情報の共有や、緊急性のある様々な情報
共有の体制を構築した。

(4) 地域の関係機関等との連携においては、新型コロナウイルス感染防止策
に努め、共催事業を実施した。広報誌による施設の近況報告のほか、電話
による情報交換・連絡調整により連携の維持・強化も継続して実施した。昨
年度から再開しているグリーンヒルうらわまつりにおいては関係者及び地域
の方々へのこれまでの協力への感謝を表明した。

(5) あり方検討会を設置し、事業終了に向けた様々な検討及び次年度以降
のケアハウスぎんもくせいの事業運営に向けた検討を行った。

（5）施設の管理運営の内容
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＜介護老人保健施設きんもくせい＞
看護・医学的管理のもと一定期間入所し、要介護高齢者が住み慣れた家庭
や地域で生活ができるよう、医療、介護、リハビリテーション、相談援助の適
切な提供を通して、在宅復帰及び在宅生活を支援すると共に、事業廃止の
決定を受け、入所や通所、訪問サービスをご利用の方々、ご家族様へ、安心
した生活の継続が図れるよう支援した。

(1) 冠婚葬祭や家庭の都合、介護者の介護疲れ等による一時休養等の理由
により、家庭で生活されている方々を短期入所で受け入れ、家庭での生活を
継続できるよう支援した。困りごとや利用に対する相談に迅速に対応するた
め、電話はもとよりメールでの相談も受け付けた。

(2) 家庭生活においてもリハビリテーションを充実させ心身の機能維持を図
るため、通所及び訪問リハビリテーションを実施した。入所後３カ月は短期集
中リハビリテーション期間としての週４回以上のリハビリテーションを提供し
た。

(3) 障害福祉施策である医療型短期入所において、重度心身障害（児）者の
短期入所受入れ体制を整え支援した。

(4) 在宅復帰、在宅生活支援に向け、家族との結びつきを重視するとともに、
さいたま市立病院をはじめとする近隣の医療機関および居宅介護支援事業
所等との連携強化を図った。入所後３か月は短期集中リハビリテーション期
間として週４回以上のリハビリテーションを提供した。在宅復帰を目標に、入
所後は１か月ごとに利用者、家族とカンファレンスを行い、在宅に向けた具体
的な課題の抽出と解決策を講じ、安心して自宅で暮らせるよう適切な介護環
境の整備を行った。家庭訪問による家屋調査、介護指導、居宅介護支援事
業所との介護サービスの確認等、利用者と介護者が安心して在宅生活が営
めるよう支援した。

(5) 虐待及び不適切ケアに対する意識を高め、その防止を実践するため、職
員教育・研修の機会を持ち、専門性の高い質の良いサービスの提供に努め
た。年４回の職場内研修、不適切ケアの顕在化への取組、働きやすい環境・
人間関係づくりに努め、自浄作用の強い組織風土を持続した。

(6) 地域住民との交流事業への取組と広報活動に努め、当施設の周知及び
地域に根差した施設を目指した。昨年度より再開したグリーンヒルうらわまつ
りは、今年も地域の方々へのこれまでの感謝の思いを込め、感染対策を講
じながら開催した。事業廃止の決定を受けた以降もリハビリ等専門分野にお
ける実習生の受入は継続し、専門職育成の裾野を広げる一翼を担うとともに
実習指導を通じ職員の資質向上と風通しの良い施設運営を行った。

(7) 医療機関からの速やかな受入れ、在宅復帰、在宅との往復利用等によ
り、医療と介護の連携を踏まえた地域内循環型の介護老人保健施設を目指
した。

(8) 新型コロナウイルス感染症感染対策を常態化し、感染を「持ち込まない・
広げない」取組を継続した。陽性者が発生した場合も、速やかに情報の共有
を図るとともに、感染の拡大防止に取り組み、集団感染を抑止した。感染対
策を講じつつ、通所リハビリ及びきんもくせい療養棟にて季節の行事を毎月
実施した。また、昨年度に引き続き今年度もグリーンヒルうらわまつりを開催
し、地域の方々へ感謝の思いを伝えるとともに、専門職による講演会を地域
住民参加型で行った。他にも、いきいきサポーター養成講座へリハビリ職員
の派遣を行うなど地域貢献活動に努めた。
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＜ケアハウスぎんもくせい＞
自分らしく暮らしたいという利用者に寄り添い、ケアハウスとして、個々の生
活に対する支援・サービスを提供するよう心掛けた。

(1) 「入浴」「食事」「生活相談」等のサービスを低額な料金で利用し、安全で
安心な住まいとして生活を継続することができるよう利用者の声に耳を傾
け、適切な支援を行った。

(2) 利用者の心身状況等を日々の支援の中や健康診断で適確に把握しなが
ら、利用者一人ひとりが個性豊かにいきいきと過ごせるように、その自立を
尊重した。

(3) 利用者のニーズや環境変化に対応した魅力ある施設づくりのために利用
者アンケート等を行い、その結果を職員が共有するとともに意見や要望への
対応について検討を行った。

(4) 利用者が身体機能を維持し生きがいをもって生活するため、家族をはじ
め、介護支援専門員との円滑な連携を図り、介護サービスへつなげるととも
に施設入所への支援を行った。

(5) 職員の資質向上のため、外部研修（web研修含む）への参加、施設内で
の伝達研修を行った。

(6) 自立生活に不安を感じている利用者に対しては、ケアハウスでの生活が
継続できるよう介護サービス導入の提案などを検討するとともに、困難に
なった場合でも利用者に合った施設など情報提供・相談対応することで本
人、ご家族が安心して新しい生活に移行できるよう援助した。

(7) 施設廃止の方針が示されたことから、入所から転所の方針転換を行う事
となったため、次のことを実施した。

　① 転所支援においては個別担当制として、利用者一人一人に対し定期
的・希望時に相談に応じた。
　② 転所先の選定にあたっては、利用者ならびに保証人それぞれのご希望
を伺いながら、調整を行った。
 　③ 転所先の施設との連絡や、手続きに必要な書類の準備等について、利
用者ならびに保証人と相談しながら進めた。
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＜グリーンヒルうらわ・デイサービスセンター＞
介護予防通所介護サービス及び交流型通所サービスの総合事業を実施し、
地域の高齢者への閉じこもり予防や運動、作業能力等の低下の防止や他者
との交流・活動支援を引き続き行った。また、機能訓練、入浴、食事等の
サービスを提供する中で、年間を通じて、季節に応じた各種行事を可能な限
り行った。また、家族の負担を軽減するため、随時、相談を受けながら利用
者一人ひとりに合わせた柔軟な個別対応を行った。虐待が疑われる利用者
への緊急的な対応を在宅介護支援センター、介護老人保健施設きんもくせ
いと職員勉強会等を協働して実施した。ぎんもくせいの入居者についても日
中活動の場の提供として積極的にデイサービスの利用を勧めた。

(1) 利用者及び家族、居宅介護支援事業所等との綿密な情報交換・共有に
より、ニーズや在宅生活の状況を把握し、在宅生活が継続できるよう支援し
た。

(2) グリーンヒルうらわ内の各施設との協働により、合同行事やレクリエー
ション等で季節感の味わいや他者との交流、賦活化の機会を確保した。

(3) 従来、風通しの良い施設運営に結び付くことを目的として、地域ボラン
ティアの受け入れを心掛けてきたが、施設内・外および、近隣の感染状況を
鑑み再開には至らなかった。

(4) 専門性の更なる強化とサービスの向上の為、緊急対応や車内における
事故対応等に関する研修を年１回全員対象に行った。

（5）事業廃止に向け、利用者のサービス移転を進めるにあたり、担当居宅介
護支援事業所と緊密な連携ならびに情報共有を行い、一人ひとりの意向に
沿った支援に努めた。

＜グリーンヒルうらわ・在宅介護支援センター＞
地域で暮らす高齢者の総合相談窓口としての機能を果たし、各関係機関とと
もに次のとおり地域共生社会づくりに貢献した。

(1) 介護保険サービスの利用相談や申請代行を実施した。

(2) 地域福祉活動の支援については、地域のふれあいサロンへ参加をし、支
援センターの周知活動を実施した。そのほか、三室地区社会福祉協議会と
の共催事業であるボランティア体験サロンをケアハウスぎんもくせい食堂で
月１回開催した。ボランティア体験サロンは、７月にはさいたま市社会福祉協
議会の「さいたま夏のボランティア体験学習事業」として開催され、小学生か
ら大学生計23名が参加。毎回参加されるボランティアから雑巾の縫い方を教
わるなどの世代間交流も行われていた。２月には三室小学校チャレンジス
クールで、小学生を対象にボランティア体験サロンで行っている、切手の整
理を気軽にできるボランティア活動として紹介をし、実際の活動を体験しても
らった。

(3) 介護予防体操教室は、三室地区社会福祉協議会との共催事業として「ス
ローピングを楽しもう」を月１回ケアハウスぎんもくせい食堂で開催した。地域
で体操講師として活動する市民を講師として招き、チューブやティラピスボー
ルを使用したストレッチを中心の体操を実施した。

(4) 介護支援専門員としての資質向上のための取組として、主任ケアマネ研
修をはじめ外部研修は主にweb開催で参加をした。２か月に１回、事例検討
を開催しお互いに学ぶ時間を設け資質向上に努めた。

（５）事業廃止に向け、地域の居宅介護支援事業所と緊密な連携ならびに情
報共有を行い、一人ひとりの意向に沿った支援及びサービス移行に努めた。
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②維持管理業務の状況
　　開設から31年が経過しあらゆる設備が耐用年数を経過している中、老朽
化及び劣化による不具合修繕（給湯管漏水修繕等）をその都度実施した。

③その他の状況
特に無し

①収入
　・介護保険事業収入 　208,673千円（前年度532,185千円）
　・老人福祉事業収入　　76,366千円（前年度 87,613千円）
　・障害サービス等事業収入
　　　　　　　　　　　 　1,901千円（前年度  2,870千円）
　・指定管理料　　　　 366,998千円（前年度226,986千円）
　・その他 　　 　　　　　 846千円（前年度  2,675千円）
　・人件費積立資産取崩収入
　　　　　　　　　　　 　8,736千円（前年度 　　60千円）
　・事業区分間繰入金収入
　　　　　　　　　　 　180,000千円（前年度 84,322千円）
　・拠点区分間繰入金収入
　　　　　　　　　　　　27,089千円（前年度 20,072千円）
　・前期末支払資金残高取崩
　　　　　　　　　　　　 4,207千円（前年度  7,572千円）

②支出
　・人件費　　　　　　 443,147千円（前年度563,670千円）
　・事務費　　　　　　　21,546千円（前年度 24,902千円）
　・施設管理費　　　　 207,566千円（前年度216,064千円）
　・事業費　　　　　　　54,265千円（前年度 97,943千円）
　・繰入金支出　　　　　44,658千円（前年度 47,904千円）
　・その他　　　　　　 　8,582千円（前年度  9,450千円）
【自主事業】
①収入　26,371千円（前年度17,153千円）
②支出　16,236千円（前年度17,008千円）
・「みなさまの声」（投書箱）を設置するとともに利用者アンケ－ト等を実施し、
様々な状況でご利用者様からの意見・要望を受け付ける機会を設け、ご意
見等があった際には、迅速に対応を検討し改善を図ることとしている。

・きんもくせいでは、利用者アンケートにおいて事業終了を残念に思われる
のと同時に、これまでの職員の優しい対応に感謝する内容のお言葉をいた
だいた。
・ぎんもくせいでは、利用者アンケートにおいて食事に対するご意見をいただ
き、年1回の食事アンケートなどに基づき栄養士が栄養のバランスを考慮し
て献立を考えていることをお伝えした。　また、令和12年3月31日の事業終了
に伴う他施設への転所に対する不安や日々の生活のなかでの職員の親身
な対応に感謝のお言葉をいただいた。

・デイサービスにおいては、利用者アンケートにおいて事業終了を非常に残
念に思われるなかで他のデイサービス利用（転所）への不安などのお言葉と
共に、日々の職員の優しい対応に感謝の内容をいただいた。

・在宅介護支援センターにおいては、利用者アンケートにおいて事業終了に
伴い、これまでの感謝のお気持ちの内容をたくさんいただき、また、ボラン
ティア体験教室や転倒予防教室（スローピング）については、次年度以降も
ぎんもくせいにて継続実施していく旨の説明を行っている。

特に無し。（8）その他

（6）収支状況

（7）利用者アンケート等による
　　市民からの意見・要望等へ
　　の対応
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（指定管理者から提案のあった項目の達成状況）

達成状況

・グリーンヒルうらわ全ての施設・事業で、法人共通の「福祉サービス利用者
アンケート」を実施し、利用者からのご意見・ご希望に対しての施設の対応を
検討し、反映させた。
※対象者：利用者（一部施設は家族）　方法：アンケート調査票による自由回
答

・給食について、給食会議を定例で開催し、栄養量、調理、味付け等につい
て確認するとともに、嗜好・給食満足度調査を実施し、献立・調理に反映させ
た。
・備蓄している災害時の非常食について、賞味期限をもとに利用者に提供す
る等ランニングさせながらその適性について検討し、より良い物に変更する
など補充食品の見直しを実施した。

・ケアハウスぎんもくせいにおいては、懇話会を前期と後期にフロアごとで開
催したほか、利用者の日々の様々な心配事なども随時相談を受け、適切な
対応に努めた。

・事業廃止に伴う転所支援においては、ぎんもくせいにおいては個別担当制
として、利用者一人一人に対し定期的・希望時に相談に応じた。また、転所
先の選定にあたっては、利用者ならびにご家族・保証人それぞれのご希望を
伺いながら、調整を行い、転所先の施設との連絡や、手続きに必要な書類
の準備等について、利用者ならびにご家族・保証人と相談しながら進めた。

・こみに亭ひだまり（高齢者サロン）、認知症カフェ「オレンジカフェみむろ」を
毎月開催した。

・４つの施設が相互に連携・協力しながら「グリーンヒルうらわ祭」を８月に開
催し、輪投げや、的あてなど利用者皆様をはじめ、地域の子ども達も楽しめ
るイベントを通して地域との交流を図るとともに市民向け講座を開催した。

　きんもくせい利用者へのサービスにかかわる「コーヒーボランティア」（個
人）の受け入れ継続を行った。

地域に貢献できる施設サービ
スの提供

利用者・家族の意思や人格を
尊重したサービスの提供

提案内容

２　提案内容の達成状況
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（1）指定管理者による評価

（2）さいたま市の評価（評価担当課：福祉局長寿応援部高齢福祉課）

（3）来年度の管理運営に対する指導事項等

1.「市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進」
・新型コロナウイルス感染症対策については、５類へ移行（令和5年5月）後もこれまでと同様にグリーンヒルう
らわ感染対策会議（対策本部）を中心に、施設内クラスター発生防止のため特段の危機感をもって、感染防
止対策の徹底に努めた。

・福祉サービス利用者アンケートや懇談会をはじめ、随時利用者の意見や要望に迅速に対応すると共に、定
期的に評価を行い、安心して利用して頂けるようにサービスの向上に努めた。

事業終了まで、引き続き適切な管理運営に努めて下さい。

総合評価（B）※A～Ｄ
１ 項目別の評価
（１）「市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進」に対する評価
・事業終了に伴い、利用者や利用者家族に対して、新しい施設への転所に対する不安が軽減されるよう、施
設職員や関係機関等で連携し、それぞれの希望を伺いながら、丁寧な転所調整を行った点を評価した。
（２）「経費の削減」に対する評価
・光熱水費の節約のみでなく、保守管理などの業務委託の効率化によるコスト削減に努めている点を評価し
た。
（３）「適正な管理運営の確保」に対する評価
・質の高いサービス提供のため、様々な分野の委員会を設置していることや、介護施設であることから、感染
症対策の継続実施や事故防止のための対応等、利用者が安心して利用できる施設づくりに努めた点を評価
した。

２ 総合評価
事業計画に沿って、適正に施設運営が行われている

3.「各種委員会」
　　身体拘束適正化・虐待防止委員会、看取り委員会、褥瘡対策委員会、感染防止対策委員会、苦情解決・
接遇（サービス評価）委員会、安全対策・事故防止対策委員会、口腔ケア向上委員会・排泄ケア向上委員
会、業務改善委員会、防災対策委員会、グリーンヒルうらわ衛生委員会、グリーンヒルうらわ広報委員会、給
食委員会など、質の高いサービスを提供するための各種委員会を開催した。

・安全・安心の確保のため、感染症予防はもとより、レジオネラ属菌対策、転落･転倒・誤嚥等の事故防止に
努め、対策を講じた。

・事業終了に伴う転所等の対応については、居宅支援事業所又はサービス提供事業者と連携し、関係機関・
行政との連絡調整を積極的に行った。

2.「専門性を生かした多職種にわたる取組」
　　施設介護支援専門員、医師、看護師、介護職、理学療養士、作業療養士、管理栄養士、支援相談員等、
全職種に利用者・ご家族を含め、施設サービス計画の立案・作成のため、カンファレンスを開催し、目標の設
定や日常生活上のプラン作成を実施した。また事業終了に伴う転所時においても、利用者・ご家族了解のう
え転所先施設への必要な情報提供を行うことで、よりスムーズな転所に努めた。

３　評価
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